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RL78/L13 
タイマ KB20 による IH 制御(100V) CC-RL 

要旨 

 

本アプリケーションノートでは、RL78/L13の 16 ビット・タイマ KB20 を使用した IH 制御(100V)について
説明します。 

 

対象デバイス 

RL78/L13 

 

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分
評価してください。 
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1. 仕様 

IH 制御(100V)するための、PWM 波形を 16 ビット・タイマ KB20 で生成し、TKBO01-0 端子より出力しま
す。 

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1にIH 制御用の PWM 出力機能を示します。 

 

表1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 

16 ビット・タイマ KB20(以下、タイマ KB20) IH 制御用 PWM 出力 

外部割り込み INTP3 IH 制御用 PWM 出力のリスタート 

外部割り込み INTP0 IH 制御用 PWM 出力の出力強制遮断 

タイマ・アレイ・ユニット(以下、TAU) メイン周期(10ms)の生成 

 
 

0000H

FFFFH

TKBCR00レジスタの設定値

IH-PWM出力
“H”

“L”

“1”

“0”

TKBCR03レジスタの設定値

TKBCR02レジスタの設定値

“1”

“0”
リスタートを受け付けない リスタートを受け付ける

ノン・アクティブ区間(TKBCR03＜TC＜TKBCR00)：リスタート要因を受け付け可

アクティブ区間(0≦TC≦TKBCR03)：リスタート要因を受け付けない

リスタートを
受け付けないリスタート

トリガ要因

出力強制遮断
トリガ要因

 

図1.1 IH 制御用の PWM 出力機能 
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2. 動作確認条件 

本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 

表2.1 動作確認条件 

項目 内容 

使用マイコン RL78/L13(R5F10WMGA) 

動作周波数 ・高速内蔵発振クロック(fHOCO)：24MHz(標準) 
・CPU/周辺ハードウェア・クロック(fCLK)：24MHz 

動作電圧 5.0V(2.9 V～5.5V で動作可能) 
LVD 動作(VLVD)：リセット・モード(立ち上がり 2.81V/立ち下がり 2.75V) 

統合開発環境(CS+) ルネサス エレクトロニクス製 
CS+ for CC V3.03.00 

C コンパイラ(CS+) ルネサス エレクトロニクス製 
CC-RL V1.02.00 

統合開発環境(e2studio) ルネサス エレクトロニクス製 
e2studio V5.0.0.043 

C コンパイラ(e2studio) ルネサス エレクトロニクス製 
CC-RL V1.02.00 

RL78/L13 コードライブラリ ルネサス エレクトロニクス製 
Code Generator for RL78/L13 V1.03.02.01 
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3. ハードウェア説明 

3.1 ハードウェア構成例 

図 3.1に接続例を示します。 

RL78/L13

VDD

REGC

VSS

VDDVDD

RESET

注1. この回路イメージは接続の概要を示すために簡略化しています。実際に回路を作成される場合は、端子処理などを

適切に行い、電気的特性を満たすように設計してください。(入力専用ポートは個別に抵抗を介してVDDまたはVSSに

接続してください)
注2. VDDはLVDにて設定したリセット解除電圧(VLVD)以上にしてください。

P31/INTP3

P77/TKBO01-0

P137/INTP0 出力強制遮断信号入力

IH制御用

PWM出力

外部トリガ信号入力(共振電圧信号)

Tr

誘導加熱
コイル

VCEドライブ回路

電圧検出回路

 

図3.1 接続例 

 

 

3.2 使用端子一覧 

表 3.1に使用端子と機能を示します。 

 

表3.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 

P137/INTP0 入力 出力強制遮断信号入力： 

IH制御用のPWM出力を強制停止させるための出力強制遮断信号(立
ち下がりエッジ)を入力します。 

P31/INTP3 入力 外部トリガ信号入力： 
IGBT をスイッチングした際に発生する共振電圧信号(立ち下がり

エッジ)を入力します。この信号をトリガとして PWM 波形が再出力

されます。 

P77/TKBO01-0 出力 IH 制御用の PWM 出力： 

IH 制御用の PWM 波形を出力します。 
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4. ソフトウェア説明 

4.1 動作概要 

1. 100V 系 IH 制御するための PWM 波形をタイマ KB20 で生成し、TKBO01-0 端子より出力します。 

2. IGBT のスイッチング時に発生する共振電圧信号をフィードバック信号として、INTP3 端子に外部トリ
ガ信号を入力します。 

3. 1 秒毎に出力停止と出力 ON(10μs のハイ出力)を交互に出力します。 

4. PWM 波形が出力されているときに、出力強制遮断信号が入力された場合は、出力が停止されます。 
出力停止から、500ms 間は出力停止状態を保持します。 

5. 出力強制遮断信号がロウレベルなら、出力は再開(出力 ON)しません。 
出力強制遮断信号がハイレベルなら、出力を再開(出力 ON)します。 

 

図 4.1にタイミング図を示します。 

 

図4.1 タイミング図 

 

(1) カウントスタート（S/W：ソフトウェア） 

  TKBCE0 ビットに“1”を設定すると、TKBCNT0 がカウントを開始します。 

(2) ハイレベル出力（H/W：ハードウェア） 

  TKBCNT0 と TKBCR02 の値(0000H)が一致すると、TKBO01-0 端子よりハイレベルが出力されます。 

(3) ロウレベル出力（H/W） 

  TKBCNT0 と TKBCR03 の値(00F0H)が一致すると、TKBO01-0 端子よりロウレベルが出力されます。 

(4) PWM 周期（H/W） 

  TKBCNT0 と TKBCR00 の値(04AFH)が一致すると、TKBCNT0 が 0 クリアされます。 

(5) PWM 出力のリスタート（H/W） 

  INTP3 に立ち下がりエッジが入力されると、TKBCNT0 が 0 クリアされます。 

(6) 出力強制遮断による PWM 出力の停止（H/W） 

  INTP0 に立ち下がりエッジが入力されると、TKBO01-0 端子がハイ・インピーダンスになります。 
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4.2 オプション・バイトの設定 

表 4.1にオプション・バイト設定を示します。 

 

表4.1 オプション・バイト設定 

アドレス 設定値 内容 

000C0H/010C0H 11101111B ウォッチドッグ・タイマ動作停止 
(リセット解除後、カウント停止) 

000C1H/010C1H 01111111B LVD リセット・モード 
検出電圧：立ち上がり 2.81V/立ち下がり 2.75V 

000C2H/010C2H 11100000B 高速内蔵発振 HS モード 24MHz 

000C3H/010C3H 10000100B オンチップ・デバッグ許可 

 
 

4.3 変数一覧 

表 4.2にstatic 型変数を、表 4.3にconst 型変数を示します。 

 

表4.2 static 型変数 

型 変数名 内容 使用関数 

uint8_t pwm_select ハイ幅選択 main 

uint16_t Period IH 出力周期 main 

uint16_t Ton_width IH 出力のハイ幅 main 

uint8_t delay_time IH 出力のディレイ時間 main 

uint8_t pwm_change_period IH 出力の PWM 周期制御 main 

uint8_t release_time IH 出力のリリース時間 main 

 
 

表4.3 const 型変数 

型 変数名 内容 使用関数 

uint16_t _H_Width_TBL ハイ幅テーブル main 
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4.4 関数一覧 

表 4.4に関数を示します。 

 

表4.4 関数 

関数名 概要 

hdwinit 初期設定 

R_Systeminit 周辺機能初期設定 

R_CGC_Create CPU 初期設定 

R_TAU0_Create TAU0 初期設定 

R_TAU0_Channel0_Start TAU00 動作許可設定 

R_KB20_Create タイマ KB20 初期設定 

R_KB20_Start タイマ KB20 動作許可設定 

R_KB20_Stop タイマ KB20 動作停止設定 

Igbt_Outdrv IGBT 出力ドライバ設定 

igbt_width_set IGBT 出力設定 

main メイン処理 

R_MAIN_UserInit メイン初期化処理 
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4.5 関数仕様 

サンプルコードの関数仕様を示します。 

 

hdwinit 

概 要 初期設定 

ヘッダ なし 
宣 言 void hdwinit(void) 

説 明 周辺機能の初期設定を行います。 

引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

R_Systeminit 

概 要 周辺機能初期設定 

ヘッダ なし 

宣 言 void R_Systeminit(void) 

説 明 本アプリケーションノートで使用する周辺機能の初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

R_CGC_Create 

概 要 CPU 初期設定 

ヘッダ r_cg_cgc.h 

宣 言 void R_CGC_Create(void) 

説 明 CPU 初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

R_TAU0_Create 

概 要 TAU0 初期設定 

ヘッダ r_cg_tau.h 

宣 言 void R_TAU0_Create(void) 

説 明 TAU00 をインターバル・タイマとして使用するための初期設定を行います。 

引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

R_TAU0_Channel0_Start 

概 要 TAU00 動作許可設定 

ヘッダ r_cg_tau.h 

宣 言 void R_TAU0_Channel0_Start(void) 

説 明 TAU00 のカウントを開始します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
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R_KB20_Create 

概 要 タイマ KB20 初期設定 
ヘッダ r_cg_kb20.h 

宣 言 void R_KB20_Create(void) 

説 明 タイマ KB20 を IH 制御用の PWM 出力機能として使用するための初期設定を行いま

す。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

R_KB20_Start 

概 要 タイマ KB20 動作許可設定 

ヘッダ r_cg_kb20.h 

宣 言 void R_KB20_Start(void) 

説 明 タイマ KB20 のカウントおよび出力を開始します。 

引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

R_KB20_Stop 

概 要 タイマ KB20 動作停止設定 

ヘッダ r_cg_kb20.h 

宣 言 void R_KB20_Stop(void) 

説 明 タイマ KB20 のカウントおよび出力を停止します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

Igbt_Outdrv 

概 要 IGBT 出力ドライバ設定 

ヘッダ r_cg_userdefine.h 

宣 言 void Igbt_Outdrv(uint16_t period, uint16_t Ton_width, uint8_t delay_time) 

説 明 各ジェネラルレジスタに設定する値を計算します。 
引 数 uint16_t period 周期 

 uint16_t Ton_width Ton 幅 
 uint8_t delay_time ディレイ時間 

リターン値 なし 
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igbt_width_set 

概 要 IGBT 出力設定 
ヘッダ なし 

宣 言 static void igbt_width_set(uint8_t out_mode, uint16_t tkbcr00_calc, 
                            uint16_t tkbcr02_calc, uint16_t tkbcr03_calc) 

説 明 IGBT 出力開始、変更または停止の設定処理を行います。 
引 数 uint8_t out_mode 出力モード 0：出力停止 

      1：出力開始/変更 
 uint16_t tkbcr00_calc TKBCR00 設定値 
 uint16_t tkbcr02_calc, TKBCR02 設定値 
 uint16_t tkbcr03_calc TKBCR03 設定値 

リターン値 なし 
 
 

main 

概 要 メイン処理 

ヘッダ なし 

宣 言 void main(void) 

説 明 メイン処理を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

R_MAIN_UserInit 

概 要 メイン初期化処理 

ヘッダ なし 
宣 言 void R_MAIN_UserInit(void) 

説 明 メイン処理の初期化に必要な処理を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
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4.6 フローチャート 

4.6.1 全体フローチャート 
図 4.2に全体フローチャートを示します。 

 

図4.2 全体フローチャート 

 

4.6.2 初期設定 
図 4.3に初期設定のフローチャートを示します。 

hdwinit

マスカブル割り込み禁止

周辺機能初期設定
R_Systeminit()

IE ← 0

CPU初期設定

TAU0初期設定

タイマKB20初期設定

return
 

図4.3 初期設定 

 

4.6.3 周辺機能初期設定 
図 4.4に周辺機能初期設定のフローチャートを示します。 

R_Systeminit

周辺I/Oリダイレクション
機能禁止

PIORレジスタ←00H

CPU初期設定
R_CGC_Create()

TAU0初期設定
R_TAU0_Create()

return

タイマKB20初期設定
R_TMR_KB20()

 

図4.4 周辺機能初期設定 
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4.6.4 CPU 初期設定 
図 4.5にCPU 初期設定のフローチャートを示します。 

R_CGC_Create

return

高速システム・クロック停止
CSCレジスタ

MSTOPビット ← 1 : X1発振回路停止

メイン・システム・クロック設定
CKCレジスタ

MCM0ビット ← 0 : 高速内蔵発振クロックを設定

サブシステム・クロック停止
CSCレジスタ

XTSTOPビット ← 1 : XT1発振回路停止

CKCレジスタ

CSSビット ← 0 : メイン・システム・クロックを設定
CPU/周辺ハードウエア・

クロック設定

高速内蔵発振回路動作
CSCレジスタ

HIOSTOPビット ← 0

リアルタイム・クロック、

インターバル・タイマの
動作クロック

X1発振回路未使用設定、

XT1発振回路未使用設定

CMCレジスタ 02H
EXCLKビット = 0 : 高速システム・クロック端子の動作モード :
OSCSELビット = 0 入力ポート・モード

EXCLKSビット = 0 : サブシステム・クロック端子の動作モード :
OSCSELSビット = 0 入力ポート・モード

AMPHS1-AMPHS0ビット = 01B : XT1発振回路の発振モード : 通常発振 発振余裕度：高

 

図4.5 CPU 初期設定 
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4.6.5 TAU0 初期設定 
図 4.6にTAU0 初期設定のフローチャートを示します。 

R_TAU0_Create

タイマ・クロック選択レジスタ0
設定

TPS0レジスタ 0003H
PRS031-PRS030ビット = 00B : fCLK/28

PRS021-PRS020ビット = 00B : fCLK/2
PRS013-PRS010ビット = 0000B : fCLK

PRS003-PRS000ビット = 0011B : CK00 = fCLK/23(3MHz)

TAU0へのクロック供給許可
PER0レジスタ

TAU0ENビット 1

TAU00カウント動作停止
TT0レジスタ ← 0A0FH

TT00ビット = 1

IF1Lレジスタ

TMIF00ビット 0 : INTTM00割り込み要求フラグクリア

TAU00割り込み禁止
MK1Lレジスタ

TMMK00ビット 1 : INTTM00割り込み禁止

IF1Lレジスタ

TMIF01ビット 0 : INTTM01割り込み要求フラグクリア

TAU01割り込み禁止
MK1Lレジスタ

TMMK01ビット 1 : INTTM01割り込み禁止

IF1Lレジスタ

TMIF01Hビット 0 : INTTM01H割り込み要求フラグクリア

TAU01上位8ビット割り込み禁止
MK1Lレジスタ

TMMK01Hビット 1 : INTTM01H割り込み禁止

IF1Hレジスタ

TMIF02ビット 0 : INTTM02割り込み要求フラグクリア

TAU02割り込み禁止
MK1Hレジスタ

TMMK02ビット 1 : INTTM02割り込み禁止

IF1Hレジスタ

TMIF03ビット 0 : INTTM03割り込み要求フラグクリア

TAU03割り込み禁止
MK1Hレジスタ

TMMK03ビット 1 : INTTM03割り込み禁止

IF1Lレジスタ

TMIF03Hビット 0 : INTTM03H割り込み要求フラグクリア

TAU03上位8ビット割り込み禁止
MK1Lレジスタ

TMMK03Hビット 1 : INTTM03H割り込み禁止

TAU00動作モード設定
TMR00レジスタ 0000H

CKS001-CKS000ビット = 00B : 動作クロック : タイマ・クロック選択レジスタ0(TPS0)で
設定した動作クロックCK00

CCS00ビット = 0 : カウント・クロック : CKS001、CKS000ビットで指定した

動作クロック

STS002-STS000ビット = 000B : スタート・トリガ設定 : ソフトウエア・トリガ・スタート

のみ有効(他のトリガ要因を非選択にする)
MD003-MD001ビット = 000B : 動作モード : インターバル・タイマ・モード

MD00ビット = 0 : カウント開始時にタイマ割り込みを発生しない

TAU00カウンタ値設定 TDR00レジスタ 752FH : 10ms測定(1/3MHz × 30000 = 10ms)

TAU00出力禁止
TO0レジスタ

TO00ビット 0
TOE0レジスタ

TOE00ビット 0

return
 

図4.6 TAU0 初期設定 
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4.6.6 TAU00 動作許可設定 
図 4.7にTAU00 動作許可設定のフローチャートを示します。 

 

図4.7 TAU00 動作許可設定 
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4.6.7 タイマ KB20 初期設定 
図 4.8、図 4.9、図 4.10、図 4.11にタイマ KB20 初期処理のフローチャートを示します。 

 

図4.8 タイマ KB20 初期設定(1/4) 



RL78/L13 タイマ KB20 による IH 制御(100V) CC-RL 

R01AN3149JJ0200  Rev.2.00  Page 17 of 25 

2016.06.10  

 

 

図4.9 タイマ KB20 初期設定(2/4) 
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タイマKB20カウンタ
リスタート選択レジスタ設定

ELSELR00レジスタ 00H
ELSELR002-ELSELR000ビット = 000B : カウントリスタートトリガ入力 : 外部割り込み0

リスタート要因 : なし

リスタート後の動作 : なし

C

B

ELSELR01レジスタ 00H
ELSELR012-ELSELR010ビット = 000B : カウントリスタートトリガ入力 : 外部割り込み1

リスタート要因 : なし

リスタート後の動作 : なし
ELSELR02レジスタ 00H

ELSELR022-ELSELR020ビット = 000B : カウントリスタートトリガ入力 : 外部割り込み2
リスタート要因 : なし

リスタート後の動作 : なし
ELSELR03レジスタ 04H

ELSELR032-ELSELR030ビット = 100B : カウントリスタートトリガ入力 : 外部割り込み3
リスタート要因 : TMBK2 IH-PWM出力・リスタート

要求信号

リスタート後の動作 : IH-PWM出力リスタートELSELR04レジスタ 00H
ELSELR042-ELSELR040ビット = 000B : カウントリスタートトリガ入力 : 外部割り込み4

リスタート要因 : なし

リスタート後の動作 : なし
ELSELR05レジスタ 00H

ELSELR052-ELSELR050ビット = 000B : カウントリスタートトリガ入力 : 外部割り込み5
リスタート要因 : なし

リスタート後の動作 : なし
ELSELR06レジスタ 00H

ELSELR062-ELSELR060ビット = 000B : カウントリスタートトリガ入力 : 外部割り込み6
リスタート要因 : なし

リスタート後の動作 : なし
ELSELR07レジスタ 00H

ELSELR072-ELSELR070ビット = 000B : カウントリスタートトリガ入力 : 外部割り込み7
リスタート要因 : なし

リスタート後の動作 : なし
ELSELR08レジスタ 00H

ELSELR082-ELSELR080ビット = 000B : カウントリスタートトリガ入力 : 外部割り込み8
リスタート要因 : なし

リスタート後の動作 : なし
ELSELR09レジスタ 00H

ELSELR092-ELSELR090ビット = 000B : カウントリスタートトリガ入力 : 外部割り込み9
リスタート要因 : なし

リスタート後の動作 : なし

 

図4.10 タイマ KB20 初期設定(3/4) 
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強制出力停止機能制御レジスタ2
設定

TKBPACTL02レジスタ 00H
TKBPACE01ビット = 0 : TKBO01-0、TKBO01-1、TKBO01-2端子の

強制出力停止機能動作禁止

TKBPACE00ビット = 0 : TKBO00端子の強制出力停止機能動作禁止(注1)  

C

TKBO01-0端子の設定

強制出力停止機能制御レジスタ0
初期化

TKBPACTL00レジスタ 0000H(注2)

強制出力停止機能制御レジスタ1
設定

TKBPACTL01レジスタ 0010H
TKBPAHZS010ビット = 1 : 強制出力停止機能1のトリガ入力選択 :

ノイズフィルタを通過しないINTP0を
トリガとして使用する(注3)  

強制出力停止機能1開始レジスタ
初期化

TKBPAHFS0レジスタ 00H(注4)

強制出力停止機能1停止レジスタ
初期化

TKBPAHFT0レジスタ 00H(注5)

PFSEG2レジスタ

PFSEG19ビット 0 : ポート(セグメント出力以外)として使用

P7レジスタ

P77ビット 0 : “0”を出力

PM7レジスタ

PM77ビット 0 : 出力モード

return

注1. IH-PWM出力機能を使用する場合は、TKBPACTL02レジスタのビット0(TKBPACE00)は使用できません。

必ず初期値“0”で使用してください。

注2. IH-PWM出力機能を使用する場合は，TKBPACTL00レジスタは使用できません。必ず初期値(0000H)で使用してください。

注3. IH-PWM出力機能を使用する場合は、TKBPACTL01レジスタのビット4(TKBPAHZS010)のみ使用できます。

その他のビットは必ず初期値“0”で使用してください。

注4. IH-PWM出力機能を使用する場合は、TKBPAHFS0レジスタは使用できません。必ず初期値“00H”で使用してください。

その他のビットは必ず初期値“0”で使用してください。

注5. IH-PWM出力機能を使用する場合は、TKBPAHFT0レジスタのビット0(TKBPAHTT00)は使用できません。

必ず初期値“0”で使用してください。

INTP3端子の設定 PFSEG2レジスタ

PFSEG21ビット 0 : ポート(セグメント出力以外)として使用

PM3レジスタ

PM31ビット 1 : 入力モード

16ビット・タイマKB2フラグ・レジスタ

0(TKBFLG0)のフラグをクリア

TKBCLR0レジスタ ← 3EH
TKBCLSE01ビット = 1 : TKBO01-0、TKBO01-1、TKBO01-1端子のPWM出力

ソフト・スタート機能のエラー・フラグをクリア

TKBCLSE00ビット = 1 : TKBO端子のPWM出力ソフト・スタート機能の
エラー・フラグをクリア

TKBCLIR0ビット = 1 : インタリーブPFCモードでのリスタートトリガ要因1
トリガ未検出エラー・フラグをクリア

TKBCLIE0ビット = 1 : インタリーブPFCモードでのリスタートトリガ要因1
多重トリガ未検出エラー・フラグをクリア

TKBCLMF0ビット = 1 : 最大周波数リミット機能のステータス・フラグをクリア

 

図4.11 タイマ KB20 初期設定(4/4) 
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4.6.8 タイマ KB20 動作許可設定 
図 4.12にタイマ KB20 動作許可設定のフローチャートを示します。 

R_KB20_Start

return

タイマKB20動作制御

レジスタ00設定

TKBCTL00レジスタ

TKBTSE0ビット 1 : 外部トリガによるコンペア・レジスタ一斉

書き換え機能を使用する

強制出力停止機能制御レジスタ2
設定

タイマKB20動作許可
TKBCTL01レジスタ

TKBCE0ビット 1 : タイマ動作許可

リスタートトリガの有効エッジ
設定

TKBIOC01レジスタ

TKBEGNA0ビット 1 : 立ち下がりエッジ

 

図4.12 タイマ KB20 動作許可設定 

 

 

4.6.9 タイマ KB20 動作停止設定 
図 4.13にタイマ KB20 動作停止設定のフローチャートを示します。 

R_KB20_Stop

return

タイマKB20動作制御

レジスタ00設定

TKBCTL00レジスタ

TKBTSE0ビット 0 : 外部トリガによるコンペア・レジスタ一斉

書き換え機能を使用しない

強制出力停止機能制御レジスタ2
設定

TKBPACTL02レジスタ 00H
TKBPACE01ビット = 0 : TKBO01-0、TKBO01-1、TKBO01-2端子の

強制出力停止機能動作禁止

タイマKB20動作停止
TKBCTL01レジスタ

TKBCE0ビット 0 : タイマ動作停止

リスタートトリガの有効エッジ
設定

TKBIOC01レジスタ

TKBEGNA0ビット 0 : エッジ検出しない

 

図4.13 タイマ KB20 動作停止設定 
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4.6.10 IGBT 出力ドライバ設定 
図 4.14にIGBT 出力ドライバ設定のフローチャートを示します。 

 

図4.14 IGBT 出力ドライバ設定 
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4.6.11 IGBT 出力設定 
図 4.15にIGBT 出力設定のフローチャートを示します。 

TKBCR02設定

igbt_width_set [引数]
uint8_t out_mode : 出力モード:出力停止

:出力開始/変更
uint16_t tkbcr00_calc : TKBCR00レジスタ設定値
uint16_t tkbcr02_calc : TKBCR02レジスタ設定値
uint16_t tkbcr03_calc : TKBCR03レジスタ設定値

return

out_mode

0 (出力停止)

default

16ビット・タイマKB20停止
R_KB20_Stop()

タイマ動作許可 ?

Yes

No

TKBCR02レジスタ tkbcr02_calc

TKBCR03設定 TKBCR03レジスタ tkbcr03_calc

TKBCR00設定 TKBCR00レジスタ tkbcr00_calc

コンペアレジスタ一斉書き換え
要求のトリガ設定

TKBTRG0レジスタ

TKBRDT0ビット 1 : コンペアレジスタ一斉

書き換え要求

TKBCR02設定 TKBCR02レジスタ tkbcr02_calc

TKBCR03設定 TKBCR03レジスタ tkbcr03_calc

TKBCR00設定 TKBCR00レジスタ tkbcr00_calc

16ビット・タイマKB20起動
R_KB20_Start()

TKBCTL01レジスタの読み出し
TKBCE0ビット :0: タイマ動作停止

1: タイマ動作許可

1 (出力開始/変更)

 

図4.15 IGBT 出力設定 
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4.6.12 メイン処理 
図 4.16、図 4.17にメイン処理のフローチャートを示します。 

 

図4.16 メイン処理(1/2) 
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図4.17 メイン処理(2/2) 

 

 

4.6.13 メイン初期化処理 
図 4.18にメイン初期化処理のフローチャートを示します。 

 

図4.18 メイン初期化処理 
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5. サンプルコード 

サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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ご注意書き

1. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説明するものです。お客様の機器・システムの設計におい

て、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用する場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因して、お客様または第三

者に生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。

2. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するものではありません。万一、本資料に記載されている情報

の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合においても、当社は、一切その責任を負いません。

3. 本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の使用に起因して発生した第三者の特許権、著作権その他の知的財産権

に対する侵害に関し、当社は、何らの責任を負うものではありません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許

諾するものではありません。

4. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。かかる改造、改変、複製等により生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。

5. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図しております。

標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、

家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等

高品質水準：輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、

防災・防犯装置、各種安全装置等

当社製品は、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある機器・システム（生命維持装置、人体に埋め込み使用するもの等） 、もしくは多大な物的損害を発生さ

せるおそれのある機器・システム（原子力制御システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、使用することはできません。 たとえ、意図しない用

途に当社製品を使用したことによりお客様または第三者に損害が生じても、当社は一切その責任を負いません。 なお、ご不明点がある場合は、当社営業にお問い

合わせください。

6. 当社製品をご使用の際は、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件その他の保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製

品をご使用された場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。

7. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合がありま

す。また、当社製品は耐放射線設計については行っておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害等を生じさせ

ないよう、お客様の責任において、冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとしての出荷保証

を行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行ってください。

8. 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用を規制する

RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に

関して、当社は、一切その責任を負いません。

9. 本資料に記載されている当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。ま

た、当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的その他軍事用途に使用しないでください。当社製品または技術を輸出する場合は、「外

国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところにより必要な手続を行ってください。

10. お客様の転売等により、本ご注意書き記載の諸条件に抵触して当社製品が使用され、その使用から損害が生じた場合、当社は何らの責任も負わず、お客様にてご負

担して頂きますのでご了承ください。

11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じます。

注1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネサス エレクトロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数

を直接または間接に保有する会社をいいます。

注2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造製品をいいます。

 


